
























































についてあまり明示することはさほど必要ではなくなってくる」（ibid ., p.１４６, 訳１７７ページ）。
リカードウもこの範例に従って自由貿易を称揚している。「完全な自由貿易制度のもとでは，各
国は当然その資本と労働を自国にとってもっとも有利となるような用途に向ける。この個別的利

























１．１ リカードウにおける the four magic numbers の論理





ら構成されている（Works , I, pp. xvii―xviii）。『原理』において外国貿易論は利潤論の一環として
書かれている。資本蓄積の動因である利潤率を確定することがリカードウの課題であり，「利潤
率は賃金の低下による以外には決して増大しえない，そして賃金の永続的低下は，賃金が支出さ
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だの差異は，資本がより有利な用途を求めて一国から他国へ移動することの困難と，資本がつね
に同一国内で一つの地方から他の地方へ変転するその活発さとを考察することによって，容易に
説明される（Works , I, pp.１３４―１３６）。
比較生産費説におけるリカードウのオリジナルな思考を再現しよう４。リカードウは，ポルト
ガル，イギリスという二国が，ブドウ酒，服地という二財を生産するという状況を想定してい



















前提とされていることを示すのが①である。①は原文では，“If Portugal had no commercial con-
nexion with other countries, …she would be obliged to devote a part of that capital to the manu-






１．１．２ 特定量の服地あるいはブドウ酒を意味する定冠詞 the の使用
第二は，②，③，④において，下線を引いた服地あるいはブドウ酒は原文では，特定量の服地
あるいはブドウ酒であることを意味する定冠詞 theを付した the cloth, the wineと表現されてい
ることである。②は原文では“The quantity of wine which she［Portugal］shall give in exchange































































































ポルトガル t１ t２ t１/t２
イギリス t１′ t２′ t１′/t２′

































































イギリス １０ヤード １５ヤード １０ヤードの広幅服地＝１５ヤードのリンネル
ドイツ １０ヤード ２０ヤード １０ヤードの広幅服地＝２０ヤードのリンネル
表５ J. S. ミルにおける the four magic numbers
ブドウ酒の単位必要労働量 服地の単位必要労働量 国内交換比率
ポルトガル ８０ ９０ １単位のブドウ酒＝８/９単位の服地
イギリス １２０ １００ １単位のブドウ酒＝６/５単位の服地
























「われわれがここに説明した法則は，国際的需要の均衡（the Equation of International De-
mand）と呼ぶのが適切であろう。……ある国の生産物は，その国の輸出の総額がその国の輸入
の総額に対し過不足なく支払いをなすのに必要とされるような価値をもって，他の国々の生産物
と交換される。このような国際的価値の法則（This Law of International Value）は，私たちが需
要供給の均衡（the Equation of Supply and Demand）と呼んだ，あの価値に関するより一般的な



































































































地の収穫逓減を原因とする利潤率の長期的低下傾向の結果生じる富源の終焉（the end of re-
sources）（Works , VIII, p.１８１）を回避する手段として，海外から安価な食料を輸入することを称








































上記の章句における「貨幣の相対的価値（der relativen Wert des Geldes）」とは各国の貨幣の
価値のことであり，「異なった国々における貨幣価値の相対的相違（dieser relativen Verschie-
比較生産費説とマルクス派貿易論 61

































A国 １０個 １０フラン＝金１０グラム １００フラン＝金１００グラム １/１００労働
B国 ２０個 １０フラン＝金１０グラム ２００フラン＝金２００グラム １/２００労働
C国 ３０個 １０フラン＝金１０グラム ３００フラン＝金３００グラム １/３００労働
（注）金１グラムに付けられた名称を１フランとする。

































































A ２４０ ５０ ６０ ６０ １７０ １１０
３３１/３％
８０ １９０
B １２０ ５０ ６０ ６０ １７０ １１０ ４０ １５０




A ２４０ ５０ １００ ２０ １７０ １５０
３３１/３％
８０ ２３０
B １２０ ５０ ２０ １００ １７０ ７０ ４０ １１０
３６０ １００ １２０ １２０ ３４０ ２２０ １２０ ３４０
（出所）Emmanuel（１９６９）, English translation（１９７２）, p.７４.











































































２ リカードウからの引用は Ricardo（１９５１―５５）によりWorks と記す。
３ リカードウは「比較優位」（comparative advantage）（Works , I, p.２６３），「比較劣位」（comparative disad-
vantage）（Works , I, p.１７２）という言葉を使っているが，「比較生産費」（comparative cost of production）
という言葉は使っていない。「比較生産費」という言葉が使われるようになるのは，トレンズ，J. S. ミル
以降である（Faccarello,２０１５, p.７２）。J. S. ミルは１８２９年から３０年に書かれた論文で次のように述べて







いる（Works , III, p.３３０）。
６ specie flow mechanismを論じるに当たり，リカードウは，イギリスでは１樽のブドウ酒の価格が５０ポ
ンド，一定量の服地の価格が４５ポンド，ポルトガルでは１樽のブドウ酒の価格が４５ポンド，同一量の服
地の価格が４５ポンドであり，１樽のブドウ酒と一定量の服地がともに４５ポンドの価格で交換されている
という状況を想定している（Works , I, p.１３８，下図参照）。このことも比較生産費説において一定の交易
条件が前提とされていることの証左となる。１００労働を要するイギリスの服地と８０労働で生産されるポ
ルトガルのブドウ酒が等しく４５ポンドという貨幣表現を受けるのは，両国の貨幣価値が異なっているた
めである。リカードウはこれを「異なった国々における貨幣の価値の差異」（the different value of money
in different countries）（Works , I, p.１４２），「異なった国々における貨幣の比較価値」（the comparative value





















































１６ L’échange ínegal（unequal exchange）は不等価交換論と訳されることが多いが，ここでは中川氏の表
現を尊重し，不平等交換論とする。
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